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ゆうMUG活動レポート
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　ここでは2011年６〜９月上旬の、ゆうMUGの活動状況をお伝えします。

　

●2011年6月18日（土）　2011年6月度定例会

於：永山公民館「視聴覚室」



6月度定例会は、はじめての会場で行いました。

永山公民館「視聴覚室」。

ここは、完全防音でPA設備も完備しており、遮光スクリーンも備えた部屋です。

かなり大きめの音を出しながら、大きなスクリーンへプロジェクターで映像を投影しつつ、色々なことが出来る施設になってます。

研究発表のデモ、プレゼン、作品公開にはもってこいなので「こんなことをやってみたい」という会員の皆様からの企画をお寄せいただきたいと考えています。

さて、会の方は杉山から6月4日に行われました、プチAUGM東京の報告。

そして、来る9月3日のAUGM東京2011でどんなことやるか、打ち合わせを行いました。



ブースを設けての展示や、活動報告プレゼンテーションを行うことはもちろん、今回は参加者の皆さんに「おみやげ」をお渡しいしたいということで「どんまが」等、活動成果のデジタルデータを収めた、何らかのメディアを配布したいというお話しになりました。

続いて、稲葉リーダーからiOS SDKの新機能に関する講演。

デベロッパー契約の関係で、ここには詳しく記述することが出来ませんが、刻一刻と変化発展して行くiOSの開発環境には目を見張らざるを得ません。

ぜひ多くの方に、ゆうMUG、そしてアプリ開発チームにご参加いただき、そのダイナミズムに触れていただきたい思います。

そして、今回は久方ぶりに企画室ゆう社長であられます、田中顧問にご来場いただき、ごあいさつをいただきました。

後半は、デジカメやネット通販など、広範な話題を雑談的に取り上げましたが、ちょっと一貫性がない進行になってしまい、反省してます。

その分（？）、次の定例会は、内容盛りだくさんのおせおせ進行でかなり焦ってしまったのでした。

:-D
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永山公民館 視聴覚室
 
●2011年7月23日（土）　2011年7月度定例会 

於：永山公民館「視聴覚室」



AUGM東京2011まで、ほぼあと1ヶ月後となり、7月度定例会はその準備のための打ち合わせにかなりの時間をさきました。

まずは杉山からAUGM東京運営会議の報告を行い、ゆうMUGから当日の運営に関わるスタッフの皆さんの確認、役割分担、各係のリーダーを決定。

けーざいさんからは会場視察の報告があり、そしてAUGM東京運営委員会の代表でもあるJoeさんからは、ケーブル巻きについての技術指導まで行われました。
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AUGM準備会議


次に、7月3日に行われたイベント「大人の夜の紙芝居シアター」について、司会者として参加した会員ぷーさんから報告がありました。

「大人の夜の紙芝居シアター」は、たま会と東京にしがわ大学のコラボ授業で製作した紙芝居を大スクリーンで楽しむイベントで、ゆうMUGからはぷーさん、Foisotteさんがスタッフとして参加されました。
 
[image: プーさんにおる「大人の夜の紙芝居シアター」リポート.png]
プーさんにおる「大人の夜の紙芝居シアター」リポート


そして、今回の定例会からご参加いただいた、5名もの新入会員の皆様に、ごあいさつをいただきました。

後半は、iPhone周辺機器等の開発販売で有名な、トリニティ株式会社の星川社長をお招きし、取り扱いブランドや商品のプレゼンテーションを行っていただきました。
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トリニティ星川社長によるデモ


商品の即売も特別価格で行っていただき、ワイヤレススピーカーJawbone JAMBOXなどが会員の皆さんの手に渡りました。

さらに、ジャンケン大会を開催し、星川社長に特別にご用意いただいたグッズを皆さんで分け合いました。

星川社長、誠にありがとうございました。
トリニティ株式会社（Trinity, Inc.）
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これが噂のJawbone JAMBOX


最後は、杉山によるGarageBand講座。

ここでの成果を、AUGM東京2011で配布する「ゆうMUG どんぶりCD」に収録しようという企画でした。

果たしてその結果は…？

どんぶりCDの実物で、じっくりご確認下さい。

:-D
この際の詳しい話は会員のぷーさんのレビューへ






●2011年8月27日（土）　2011年8月度定例会 

於：永山公民館「視聴覚室」





いよいよ、AUGM東京2011本番を一週間後にひかえ、８月度定例会はほぼAUGM臨戦態勢一色となりました。
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AUGM東京の準備でおおわらわ


まずはスタッフの皆様へ、各種資料配布とともに、当日の役割分担とスケジュール、段取りの確認。

特に、ネット中継Ustreamのサポートをお願いした皆さんには、iPodStyle戸津さんより、ビデオカメラの実機を使っての中継撮影レクチャー、Joeさんによるケーブルオペレーション講習Part2が行われました。
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ケーブル巻きを習得中の金子さんと杉山


その他、プログラム進行に関してはタイムキープの他、照明のオペレーションなどの担当もあり、昨年に比べて格段にレベルの高いタスクをお願いすることとなりました。

さらに、あまり考えたくはないことではありますが、病人発生、火災、地震といった緊急時における対応も、戸津さんにマニュアル化していただいたので、その内容も全員で確認。
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講師としてもご活躍ただいたJoeさん 戸津さん


大変ではありますが、皆さんの真剣な姿勢に、当日の成功は間違いないと思われました。

そして、ゆうMUG自身の発表準備として、あらかじめ録画しておいた、（残念ながらこの日は欠席の）稲葉リーダーによるプレゼンテーションのプレビュー。

ブースで販売する、金子さんデザインの「ゆうMUG Rock'n Roll Tシャツ」お披露目。

完成した「ゆうMUG どんぶりCD」試聴会を行いました。

さらに、早くもAUGM後の企画として「ゆうMUG光画部」のキックオフミーティングを開催し、10月をメドに多摩市周辺で、デジカメによる写真撮影会を行いましょうというお話をしました。

「どんまが」掲載用の「たまフォト」の素材集めが目的ですが、初の本格的な野外活動となりますので、今から楽しみであります。

なにはともあれ、AUGM東京がうまくいきますように…（「AUGM東京2011を終えて」へつづく）

 
ゆうMUG会長　杉山 @jaraku

 

AUGM東京2011を終えて
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2011年9月3日土曜日。渋谷シダックスホールにおいて、AUGM東京2011が予定通り開催されました。

当日は、台風12号の接近により、非常に天候面での不安があったのですが、ふたを開けてみれば風こそ強いものの、渋谷はほぼ晴天。15分押しとなった開会から、大変な盛況となっておりました。



プログラムは、ゲストプレゼンテーター林信行さんのキーノートスピーチから始まり、アップル業界の有名ベンダーさんによるデモが目白押し。

そして、ユーザーグループとして唯一、我々ゆうMUGが、活動内容のプレゼンテーションを行いました。

詳しい内容は、オフィシャルサイトからUstreamアーカイブをご覧いただければわかりますので、下記URLをご参照下さい。



http://tokyo.augm.net/



ここでは、AUGM運営スタッフとしてご参加いただいた、ゆうMUG会員の皆さんの、活動を終えてのインプレッションを掲載いたします。

「全体の感想」

「特によかったこと」

「反省点」

という３つのテーマでコメントを募りました。
 
------------------------------------
■須賀さん
「全体の感想」台風一過で迎えたAUGM東京。ゆうMUGメンバーは各担当をスムーズに遂行。問題点が有るならば、昨年とはもう一段違う事。しっかり進化できたと。



「特によかったこと」会場担当メインだった昨年とは違い、ビデオチーム、照明チームなど新しい分野を担当した事により、メンバー各人が自信を持てたのではないだろうか。



「反省点」他UGとの繋がりの機会をもう少し出来ればと言う思いが残りました。（この点については、私側のアプローチ努力不足もあり）UGによって役割分担されていて、同一UGのみの任務に偏っていたのも原因の一つか。スタッフUG間に交流が出来ればと思いました。
 
■稲葉さん
「全体の感想」ゆうMUG以外の組織との連携も必要で情報が錯綜する中、概ね全体としてはスケジュール通りスムーズに無事に全体が終わったと思います。プレゼンやブースがゆうMUGのみとは予想外ではあったものの、我々の活動の一端を他のMUGやユーザの方に伝えられたのは非常によかったと思う。

「特によかったこと」進行、ビデオ、照明、ブース出店、プレゼンなど、現場での広い役割をゆうMUGがこなし、存在感を示すことができたのではないでしょうか。直前の定例会では密な打ち合わせが行われ、そこに参加できない人の為に動画も用意されていて、昨年に増して一体感のあるMUGに進化した。

「反省点」他のMUGとの連携は最大の課題。プチAUGMの際も残念ながら他MUGとの交流が図れたとは言いがたい。全体の動きや統制が取れていないことが当日準備で露呈した格好だと思う。今後に生かされればと思う。昨年よりも良い、分かりやすいとのお声を頂いたもののもう少しプレゼン上達したい。
 
■瀬尾さん
「全体の感想」盛り沢山の情報をスケジュール通りに、参加者に楽しんで頂きながら、綺麗に収める事ができた。

ゆうMUGスタッフにおいては、自己判断で動いて良いと言われていた結果、各人の責任範囲で無駄なく動けた。

楽しもう、楽しんでもらおうという気持ちが、スタッフ一人一人にあった。UGでここまでの事ができる事に改めて感動した。

「特によかったこと」カメラ担当スタッフが本当に頑張った。

イベント全体の流れが頭の中にイメージできていた為、コアスタッフの指示に対して俊敏な反応をとる事ができた。

これは去年の経験も生きている。

apple好きの有志の集まりとはいえ、本格的な機材、技術を提供くださった方々に感謝したい。

「反省点」全体は把握しているものの、詳細はゆうMUGの範囲内に絞った段取りのみの理解だったため、他のUGの応援時に段取りが全くわからなかった。

他のUGとの準備交流をもう少ししておくべきだった。

事前にできる事はやったつもりでいたが、やはり足りないものはあった。経験として蓄積したい。

 
■水野さん
「全体の感想」悪天候にも関わらず大勢のユーザーが集まり、おのおの楽しんでおられたことが、なによりでした。

「特によかったこと」破滅的なアクシデントやトラブルなく、たどたどしいながらも会をかたちとして維持できたこと、でしょうか。
「反省点」比喩的な意味で、個々の参加者の顔がほとんど見えなかった。ベンダーのプレゼンばかり顔を向けているようではアップルの『1984』みたいになってしまうので、お互いに顔を見合わせる程度のゆとりは欲しかったと思います。


ご参加いただいた会員の皆様、本当にお疲れ様でした。そして、ありがとうございました。また、来年以降もAUGM東京を継続していけるよう、ご協力いただければ幸いです。よろしくお願い申し上げます。
 
■遠藤さん
「全体の感想」会場が広くて、スタッフの仕事をしながらでも、ベンダーさんのプレゼンを聞く事が出来て良かったです。こんじるの意味がやっとわかって安心出来ました。

「特によかったこと」私的感想では、ユーストのカメラマンをやらせていただき、かつ自分の撮った画が全世界に流れた事。全体的には、前日の準備や当日朝の状態でどうなる事かと思っていましたが無事に開催出来た事

「反省点」受付の処理が今後の問題かなと思います。あとはお客様に配布するパンフレット等を揃えるのも、昨年同様にドタバタしていた様に見えました。懇親会のほとんどがじゃんけん大会だったので、も少し落ち着いて周りの人とお話がしたかった。
 
■金子さん
「全体の感想」去年に引き続き二回目という事もあり、よりレベルアップしたいという気持ちで、ゆうMUG全体がいい雰囲気になっていたと思う。UGは緩い繋がりであるにもかかわらず大きなイベントを一丸となって運営できるのは素晴らしい。

「特によかったこと」ゆうMUGがしっかりと決められた任務を果たせたと思うし、それぞれが責任感をしっかり持った素晴らしい人材に恵まれていた。

「反省点」担当のタイムキーパーは滞り無く運営できたが、「連帯責任制度」はもっと事前に周知徹底したい。
 
------------------------------------
ご参加いただいた会員の皆様、本当にお疲れ様でした。そして、ありがとうございました。また、来年以降もAUGM東京を継続していけるよう、ご協力いただければ幸いです。


よろしくお願い申し上げます。
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ゆうMUG会長　杉山 @jaraku


俺様ガジェット散財リスト大公開
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これは、ゆうMUG会員の過去３年間の散財リストである。購入理由や感想も書いてもらった。
 
2009年
 
＜MacBook Pro 15インチ Mid 2009＞ 
初代MacBook Airにおける不満からの解放と言うことで購入。今思うことですが、PC/Macにおいては薄さは持ち運びが容易であると考えるのが普通だと思うのですが、私にとってはメリットという解釈をしていないような気がします。何かが代わりに犠牲になっているような、そんな感じがするのです。
 
＜SH-06A NERV＞
所謂NERVケータイ、もしくはヱヴァンゲリヲンケータイですね。購入することは発表時から決めていました。先行販売されていたSH-06Aをベースにした限定モデルという端末で、所有感としてはデザインが割と良い感じだったのですが、もう少し改良があっても良かったのではないかという残念な感じはありました。
 
＜D31HW＞
イーモバイル初の21Mbpsサービス対応の端末です。当時購入したときは予想していたより高速で通信できることに驚いた記憶があります。が、発売日に購入したその日のうちにMac OSで使用した際にパケットが流れなくなるバグを発見することになり、中の人とのやりとりを続けた結果、Macユーザー対象に限って販売が一時停止になるというある意味で人柱的な体験をした思い出があります。ちなみにイーモバイル端末としては初代emoneから数えるとたしか6台目*1に使用したものだと記憶しています。
 
*1 イーモバイル端末を購入したものは以下の通り。なお、順不同。
EM･ONE / D01NE / D02HW  / H11LC / D21HW / Pocket WiFi(D25HW) / D26HW / D31HW / Touch Diamond(S21HT) / HTC Aria (S31HT) / Pocket WiFi S (S31HW)
 
 
＜Pocket WiFi” D25HW＞
 中の人のすすめもあり、発売日にiPod touch (第3世代)とのセットで購入。WiMAXエリアに入るまで主力でした。
 
＜iPhone 3GS＞ 
確か12月1日に購入。iPhone4が出るまでの半年ほど使用。
 
＜F-03B＞
薄さとデザインに惹かれるものがあって、悩んだ挙げ句に購入した端末。悩んだのは直前にiPhone 3GSを購入していたこともあったため。特に機能面での不満はなかったものの、音声での部分において納得しかねる部分はありました。防水性能が影響していたのかもしれません。
 
2010年
 
＜iPad WiFiモデル 64GB ＞
 当時、iPhone4が発売される関係上、買わずにいようと思っていましたが、勢いに任せて買った記憶があります。しかし所有感を満たすことが出来ず、iPhone4にその代替が出来てしまうということに気付き、手放すことになりました。話は変わりますが、iPhone5とiPad2、もしくはMacBook AirとiPad2はどちらが良いかという話は私個人はもう飽きています。
 
＜iPhone4 ＞
本命だったはずですが、あるときを境にしてiPhoneで満足している自分に違和感を感じてしまった端末です。iPhone5に関しては買い方も含め検討はしていますが、おそらくかなり慎重に情報を集めてからになるでしょう。海外版で購入することも考えています。iPhoneそのものは、私の中ではメインにはなり得ないと思っている端末です。iPhoneというものをどう解釈しているかというと、スマートフォンよりはフューチャーフォンの異端児的存在、iPod touchの延長線にあるもの、という解釈をしているからです。スマートフォンの一つ、という考え方をしていません。
 
＜MacBook Air 2010 11インチ＞
個人的には当初は高速起動、無持ち運びなど、魅力があるものと思っていましたが、個人的な使い勝手では難があるという結果になり、結果的に父親に譲ることになったものです。もし、13インチのフルカスタマイズモデルを買っていた場合、後述のiMac 27インチは買わなかった可能性はありました。13インチよりも11インチが良い、という話を聞くことがありますが、必ずしもそれは正しい判断とは思っていません。用途をよく考えた上ででなければ例えフルカスタマイズしていても後悔する場合があると思います。
 
＜WiMAX WM3500R＞
 データ通信は個人的にはこれで十分と考えています。端末の善し悪しはともかく、それまではUroad-5000,7000を使用していました。WiMAXを使い始めたのはビックカメラがサービスを提供してからですので1年たつかどうかというところでしょうか。速度よりも停電等のリスクなどを重視した考え方をする場合はemobileの Pocket WiFiの選択をするのも良いと考えています。
 
＜iMac 27インチ＞
MacBook Air 11インチの代替として導入。当初、17インチMacBook Pro フルカスタマイズモデルを買うつもりでした。決定的になったのは作業領域とメモリ16GBを搭載できるという点。購入当初、メモリの初期不良に当たるという初めてのトラブルを経験した貴重な機会を得た一台。Mac OS server, 二つのWindows XP環境、そしてWindows 7という環境を同時に使っています。
 
＜F-03C＞
携帯として使いやすい薄さの上、Fシリーズという理由で機種変更。個人的な話になるかと思いますが、この端末を閉じたまま出来る操作はやりにくいと感じましたね。デザインは好みが分かれるところですが、色はなかなか良い感じでした。
 
2011年
 
＜pocket wifi S / Aria＞
 個人的にはPocket WiFi Sの機能面でかなり気になるところがあったので、当初は評判次第で購入を検討しようと思っていました。両方の端末を併記しているのは購入時期がほぼ同じだからです。厳密にはAriaでなかなか面白く、カスタマイズも容易で遊べるという判断をしたためすぐにPocket WiFiからの機種変更として、Pocket WiFi Sを購入しました。SIMフリーという扱いなのでdocomoとsoftbankのSIMでも使用可能なPocket WiFi Sですが、個人的評価としてはあくまでも通話とWiFiルーターとして使うのに向いているのではないかな、と言う感じです。ルーターしか使わない、とわかっているならPocket WiFi(GP01) or D25 HWの方が良いと思います。なお、3月には両回線ともに解約しています。またiPhone4も同じくこのころ解約しています。
 
＜iPod touch (第4世代 / 64GB) 海外モデル＞
pocket wifi S / Aria の操作性と視認性の問題でカスタマイズしていくうちにやはりtouchは必要だと言うことになり、安くなっていた海外モデルを購入。これを買う直前に横にあったiPad 64GB海外モデルとどっちを買うか迷いました。ちなみにiPod touch (第4世代)は国内での発売まもなく、iPhone4との差異がどの程度かを知るために1度買っています。
 
＜Lumix phone P-03C＞
実際に使っている人のものを借りて使った結果、衝動的に購入したものです。画質はおそらく携帯カメラとしては現時点では素晴らしい部類のものだと思います。難点はタッチ操作が中途半端であったこと。これがきっかけで買い換えることになってしまいました。
 
＜P-01＞
P-03の使い勝手の問題に気が付き、薄さとデザインに拘るという原点に戻って導入しました。
 
＜RICOH CX4＞
いろんなところで高評価ではあったものの、その高評価の理由は何となくわかるも、私個人は少し違うという感覚になってしまい、手放しました。
 
＜CASIO EXILIM EX-ZR10＞
価格と操作性と画質が個人的にはバランスが取れているということでCX4で得た差額で購入。
 
＜iPhone4＞
iPhone4に戻ってきた理由、それはiPad2で満足出来ない理由が私の中でいくつも膨れあがってきたからではあるが、その一つは、私自身が「iPhoneというOSとハードのバランスが取れているモバイルガジェットはおそらく(私の中ではiPad2はモバイルガジェットとして考えていない)まだ存在しておらず、私自身が納得できるガジェットはまだ無い」というところに行き着いた。その結果、結局iPhoneに戻らざるを得なくなってしまったということ。



個人的な話であるので、表現に違和感を感じたり、反感を買う表現もあるかも知れないが、iPadはiPhoneと似ているというが、根本的な違いであるそのハードの大きさと性能がiPhoneのようにバランスが取れていないという認識を持っている。ハードウェア的な意味では確かにiPadが上回っているだろうが、ハードウェア性能以外も加味して考えてみると、その魅力はiPod touchにすら及ばない部分がある。そのところに疑問を持ってしまったこともiPhoneに戻る理由の一つとなったのは間違いない。



iPhoneを手放してiPadに置き換える、あるいはAndroidへ移行するという、見ようによっては無謀ともいえるし、ある意味ではiPhone3GSを手にしてから約1年その世界にいた自分がiPhoneそのものを捨て、Androidでどこまで代替として使えるか、という実験もいつかしたいと考えていたこと、そしてこれが動機として大きい理由だったのだが、他人と同じようにiPhoneだけを弄って満足している自分に嫌気がさした、という出来事に遭遇したことが行動に移すきっかけであった。そんな下らない理由か、と思われるかも知れないけれども。



Androidを手にした2ヶ月間で何を感じたかというと、制限のある中でカスタマイズで海外版と同じようにするために仕様を弄ってみたりして、自分の満足出来る環境を構築していくにつれ、「Androidそのものの信頼性に疑問が残る仕様がいくつもある上に、長くつきあう一台として考えると非常にコストが高い」と感じるようになっていった。それ以前にカスタマイズでiPhoneのような楽しさがあったか、といわれるとそれは私が考えていたものとは遙かに及ばないものだった(一定の水準で楽しめたというのはあったが)し、現在発売されている夏モデルの一部以外はまだ試作機のようなものに感じた、というのがその時の印象。かといって、夏モデルが素晴らしいのかと言えば、「とりあえず私の中では買っても後悔しない程度の及第点ぎりぎり」というところなので、手放しで満足出来るとはいえない。iPhoneと併用することがあったとしても、Android一つには出来ないと考えている。



だから、Androidでがんばれる人が羨ましいと思う。



AndroidというOSに統一され、ハードウェアの好みで選ぶという、Windows機を購入する時のようなところにようやく追いついてきた感はあるし、実際、自分がある程度カスタマイズできる、という楽しさも体験したが、iPhoneと決定的なところが違う部分がiPhoneを手放せなくしている障害にもなっていると思い至った。なので、私自身が自らiPhoneを手放すきっかけにしようとした端末であるにもかかわらず、その逆である、『iPhoneでなくてはならない理由が見つかってしまった』という展開になるとは思わなかった。



先日、Galaxy S IIを体験したときにはいくらか動作も納得出来るところにまで改善されているように感じたが、Androidのハードウェアが世代的には一昔のものがまだ多いという理由もあり、iPhoneと比較するという前提であるが、夏モデルに触れるまでは操作に対する反応とOSの不安定さのイメージを変えるだけのもはなかった。少なくとも今買い換えるならフィーチャーフォンでいいや、という印象である。私の要求するレベルが高いのか、iPhoneに飼い慣らされてしまったためかはわからないが。



一般的にスマートフォンそのものに興味がない層にとっては、明確な目的を持たずに買ってしまうとiPhone/iPadも含め、「高機能な通話の出来る玩具」でしかないと思った。iPhoneよりも優れている端末が出ればiPhoneを完全に捨てるつもりであるが、iPhone + 何か、という2台持ちからは当分離れられそうもないと感じている。

 
 
written by @foissotte No.0086

 

さらばFrontRow　愛のリモコンたち
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＜はじめに＞
OSのアップデートによって新しく加わる機能もありますが、人知れず消えていく機能もあります。今回は、そんな機能にスポットライトを与えてみたいと思います。今回は地味ながらもAppleの戦略を如実に表すソフトと思っているFrontRowとその仲間たちです。大層なことを書いていますが、一晩の思いつき記事ですので、ご笑覧くださいませ（汗
 
＜FrontRowとは？＞
最近のMacにはリモコンが付いてきませんが、少し前のMacには付いてきましたね。そんなリモコンを使ってMacをジュークボックス的に使うことができるソフトが今回のテーマにするFront Row（フロントロー）です。すこし、ここで歴史をざっと整理します。
 
【FrontRowとAppleTVの歴史】
・2005/10/12	iMacG5(iSight)と共にデビュー
・2006/3/1		FrontRow 1.2.1（共有機能追加、QuickTimeコンポーネント対応）
・2006/9/13	FrontRow 1.3（ iTunes7.0に対応）
・2007/1/9		AppleTV発売
・2008/4/2		FrontRow2.1.3（iTunes7.6.2に対応）
・2009/9/9		FrontRow2.1.6（ iTunes8.0に対応）
・2009/10/30	AppleTVのソフトウェアアップデート
・2009/3/11	FrontRow 2.1.7（iTunes8.1に対応）
・2009年		Apple Remoteが別売
・2009/10/21	Apple Remoteがアルミ製にモデルチェンジ
・2010/9/1		第二世代のAppleTVが発売
 
FrontRow以外にAppleTVを記載しましたが、これこそFrontRow機能を切り出したマシンだからです。初代AppleTVはOSXベースでFrontRow画面以外の画面に切り替えられない仕様でした。（改造して安いMacとして使っていた人も大勢いましたね。）FrontRowの歩みはiTunesの歩みですね。確かに、Macのメディア中枢とも言えるソフトはiTunesなのでそれは致し方ないことかと思います。しかし、別の見方をすることもできるのかもしれません。
 
＜FrontRowの拡張＞
Lionからなくなってしまいますが、今更ながらに地味なTipsをまとめてみます。
本当は定例会で紹介したかったものもあるのですが…ここでは短く紹介するに留めます。
 
・再生できる形式を増やす
　QuickTimeコンポーネントを入れる（PerianやFlip4Macなど）
 
・FrontRowからMacをシャットダウン可能にする
　ShutDown.frapplianceをダウンロード（配布先リンク切れ）し以下の階層に入れる。
　/System/Library/CoreServices/Front Row.app/Contents/PlugIns/
 
・環境設定から映画の予告の国を選択
　Front Row Trailersを使う。http://journal.mycom.co.jp/column/osx/265/index.html
 
 
・ネットワーク上の別マシンのムービフォルダを参照
　ムービーフォルダ内に、参照したいフォルダのエイリアスを作っておく
　再生できる形式を増やしておくとかなり有効な技になります
 
・DVD管理をする
　DVDpedia Front Row Plug-in (v. 2.0.6)
　http://www.bruji.com/extras/dvdpediafrontrow.html
 
・ブラウザやSkypeを使う
　http://www.brandon-holland.com/software.html
 
＜FrontRowに現れるAppleのメディア戦略＞
書き出しでAppleの戦略が如実に現れているのがFrontRowと書きました。歴史を追いかけていくと、iMacと共にデビューしたFrontRowは、家庭でのメディア中枢となるMacを、家電製品として操作するためのインタフェースでした。つまり、FrontRowは「Macこそ、デジタルハブだ！」という考えを具現化したアプリと思えます。iTunesライブラリの再生、ビデオの再生、映画の予告視聴、DVDの再生、写真の再生、等々…「とりあえず、Macの標準ソフトにデータを入れてテレビに繋げ」と言わんばかりの機能群です。
しかし、Appleは大きな方針転換をします。つまり、クラウドをハブにするという戦略への変更です。その影響をもろに受けたのがFrontRowや関連するAppleTVだと思えます。Macとの結びつきは2009年以降はApple Remoteが別売になるなどして、徐々に薄くなっていきます。FrontRowをメインにしたAppleTVも初代モデルはOSXで動いていたり、Macの存在が必要不可欠でしたが、第二世代ではiOSベースでネットワークにさえ繋がっていれば良いマシンへと変貌しました。
 
＜これからのFrontRow＞
LionからOSXの機能としてではなく、完全にiOSの機能として滅びずに存続してくのでしょう。きっと。しかし、その立ち位置すら個人的には危うい気がしています。AppleTVは半分妄想ですが、AirPlayでiPad2の画面すら飛ばせることを考えると、今後はネットワーク対応したホームプロジェクタに進化していくのでは無いかなと思っています。今はテレビに繋いでいますがきっとAppleTV3では投影機能も追加されるはず。その際の操作UIとしてひっそり余生を送るのではないでしょうか。
　
　
written by @inabary No.0040

 

★GarageBandにチャレンジ★
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前回7/23のゆうMUG定例会で、GarageBandで遊ぼうコーナーがありました(^○^)



ちゃんと会長からのメールでGarageBandにチャレンジしてみたい人は、Macを持ってくるか、iPadにGarageBandをダウンロードしてくるかして下さい！！って告知があったのに、スッカリ忘れてたpuuhoney…。

ガーン(￣◇￣;)



でも、プロジェクターにMacの画面を出しながら実演しつつ説明してくれて、「じゃー、ここまでやってみましょう」の様に、ユックリじっくり教えてくれたから、持ってなくてもイメージ出来たし、

私は、他の人のiPadの操作も見せてもらったり、ちょっと借してもらったりして、スゴーイ楽しかったです！！





GarageBandと言うのは、Macに元々入っているソフトで、画面に出て来る楽器を弾けたり、それを録音出来きます。

つまり、楽器が無くても、Macまたは、iPadだけで、曲を作る事が出来ます。



しかも、サンプルで、2章節分位の曲や音が沢山入っているから、それをループしたり、組み合わせたりして使えば、本物の楽器だけじゃなく、Macの楽器も弾けなくても自分で簡単に曲が出来ちゃいます！



本当に本当に！



操作は録音した音やサンプルの音を楽譜みたいなページに配置して行くだけなので！



ドラムやタンバリンの音のサンプルも沢山あるし、ドラムやマラカスとかを組み合わせてリズムを簡単に作る機能もあるし(この機能で遊ぶだけでも充分私は楽しかった！)もちろん画面上のドラムを叩いて録音して使うコトも可能！

しかもタイコ(？)の叩く場所によっても音が違ってすごいリアル！

真ん中をたたけば、勿論ちゃんとした音だし、少し端の方を叩けば詰まった音になるし、角を叩けば「カンカン」って音が出るし、本物叩いてる気分になります！



ベースやギター、ピアノのサンプルも勿論沢山あるし、ベースとかの楽器をうまく弾けなくても、設定をいじったりすれば、一箇所押してるだけで、ちょっとした音楽を奏でてくれます。

元々簡単に音楽が作れるけど、楽器の設定を弄れば弄くるほど、簡単に音楽が作れる機能が発見されて楽しい！

(間違った使い方かも知れないけど…)

コーラスやアフリカンな楽器のサンプルもあるから、ジャズっぽくも出来ちゃいます！





そんなGarageBandと会長さんが曲を作るヒントをゆうMUGのGarageBand講座で教えてくれた知識を使って、オウチでiPadにGarageBandをダウンロードして私も曲っぽく作ってみました！



まずは、ドラムのサンプルや簡単にドラムの音を作れる機能で遊びつつ、ドラムを決定！

楽譜みたいな所へドラムを配置していきます。



次にベース音も同じ様に決定！

そしてココがポイント！

ベースの音も楽譜に配置して行くのですが、ドラムの音が始まった所から、1小節くらいずらして配置します。

少しづつ音が増えて行った方がなんか曲っぽくて格好良い仕上がりになるそうです！



同様にギターやピアノなども配置して、曲完成！！



ともなるのですが、もっと工夫する事も出来ちゃいます。



例えば、曲のテンポも変えられます。

勿論テンポの数字を変更するだけで、早くなったり、遅くなったりもしますが、iPadの画面を「トントン」と指で叩くと、その指で叩いたテンポに曲を変更してくれたりもします。



それから、ループして使っている音楽を途中切り取って、切り取った部分の音階だけのコードを変えて、雰囲気の違う同じ音楽を作る事も出来るので、途中それを入れる事によって、より高度っぽい曲になるそうです。





それから、ピアノの楽器は声を取り込んで、ピアノの音を声にする事も出来るので「痛いっ！痛いっ！痛ぁーいっっ！」なんて曲の始まりにする事も出来ます（笑）

曲を作るのとは別ですが、自分にストレスを与える人に「痛い！」と「ごめんなさい」を録音してもらって、ピアノの鍵盤を叩くとカナリ笑えてストレス発散になりました（笑）

勿論その人の隣りでやりましたけど（笑）



話はそれましたが、GarageBandで曲を作ってると「私って才能あるかも？」なんて天才になれた様な良い気分にもなれます。

ただ、私は本当に音楽の知識も才能もないので、他の人に聞かせようと思うと我に返って、「ヤッパリ下手くそかも(つД⊂)ｴｰﾝ」と凹んでしまいましたが(^^;;



そんなこんなでGarageBandで作った曲をゆうMUGで集めてCDにする予定です。



良かったら聞いてみてください。
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AUGM東京で無料配布した、どんぶりCD　
　
written by @puuhoney No.0105

 

カメラはシグマとそれ以外（その五）
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前回は掲載した写真のすべてを旧機種のSD10で撮影してみたのですが、一部SD14で撮影したことになってました。私のタイプミスです。ごめんなさいごめんなさい。

 
[image: SDIM6989.png]

(SIGMA SD14 / 30mm F1.4 EX DC HSM)



それはそうと、カメラのキタムラで驚愕の70万円カメラ、SD1のレンタルサービスが始まりました。



http://rental.kitamura.jp/

（カメラのキタムラレンタルショップ）



一日借りておよそ一万円なり～。何とも微妙なお値段なんですが、一日くらいならお試しで使ってみたいものだと調べてみましたら、これがまた審査のキツいこと。写真付きの身分証明書がないとだめっぽそうなんですが、免許とか持っていないので市役所の住基カードを発行してもらうしかなさそうです。



多摩市は、あちこちに三軒もあるくらいカメラのキタムラに恵まれた地域なんですけれど、どんなことになるか乞うご期待。
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さて、前回からの続き。



シグマのデジタル一眼レフの第二弾SD10を購入してハッピーライフを堪能しましたよってな感じの話でしたが、この頃のシグマのカメラは写真を撮影直後JPEGでは保存できず、X3Fファイルという特殊フォーマットで保存してました。後からPCやMacで開き直して中身を調整したのち、そこで初めてJPEGで保存ができました。

 
[image: SDIM6698.png]
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今で言う「RAW撮り」専用機だったわけですね。当時は業務用のカメラの一部にそういった類いのものがあったように記憶しています。そんなわけで、このカメラでちょちょいっと撮影したスナップ写真を、そのまんま近所のプリントサービスへ持ち込んで印刷、なんていうことは期待できそうにありませんでした。

 
[image: SDIM6695.png]





いちおう撮った写真のサムネールだけはカメラから確認できましたので、撮影後にピントチェックして削除したりなんかしたらそのまんま自宅へ持ち帰って、MacへカメラごとFireWire接続してデータを吸い出し、おあとはMac側の現像ソフト「SIGMA PhotoPro」で現像する、みたいなプロセスを毎回やってました。



なぜそうなっていたのか？…多分、SD10のCPUではフォビオン素子の吐き出した膨大な情報を短時間で処理し切れなかったからだと思います。それが証拠に、専用の処理チップを積んだ現在のシグマの最新機種であるSD15やDP2xでは普通にJPEG保存が出来るようになっています。



なんとも不自由なカメラのように思えてきてしまいますが、実のところそんなに困りませんでした。



そもそも私のなかにはJPEGファイルとは最終的な完成品を書き出すためのファイルフォーマットであって、レタッチしたりするためのフォーマットは別にあるという考えがあったからです。



RAWでの保存が出来ないまでも、TIFFで保存できるデジカメがあるならば、極力TIFFで保存することにしていました。
 
[image: SDIM6931.png]







つまり、撮影した写真をそのまんま公開するということはあり得ず、なんらかのレタッチが必須だと考えていたわけですね。ですから保存するごとに画質が落ちてゆくJPEGは、はなから問題外だったわけ。



コンパクトデジカメよりもはるかに高価で高画質なデジタル一眼レフを買おうと決めたとき、まずRAW保存して現像できる機種でなければいけないと決めてかかりました。撮影時のモードはRAW保存しかあり得ない、と。



じぶんの作品にこだわりたいならば、出来得る限りの最高の品質で素材を得たい。そうならばRAW現像できるカメラ、あるいはRAW現像が前提のカメラを選ぶしかない。光を妥協によって丸め込むベイヤー式の撮像素子より、フィルムに近い三層式のフォビオン素子を採用したシグマのカメラがのぞましい。



そんな流れで、割と自然にシグマのデジタル一眼レフカメラを手に取っていたように思います。





（まだまだつづく…）

 


 
 
writer & photo by @keezay No.0050

 

AUGM東京感想
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オフィシャルサイトからUstreamアーカイブをご覧下さい。http://tokyo.augm.net/　
 
Manga by @SharkSucker

 

LIBERAL ARTS
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　目的もなくiPad2をゲットしてから、2ヶ月が経過しようとしている。ベッドで寝そべりながらネットしたりTwitterでつぶやいたり、あるときは自炊したマンガを読んだり、また地元の集まりでプロジェクターにつなげてプレゼしたりと用途は様々。たまに仕事でも使う。出張先でメールでのやり取りも快適で、日帰り出張なら十分こなせるマシンである。とても良い買い物をした。



　ところで、このiPad2の発表したキーノートの最後に、スティーブ・ジョブスがものづくりに対する考え方を語った。これは昨年、初代iPadを発表したときに語った内容の繰り返しである。



“The reason Apple is able to create products like the iPad is because we’ve always tried to be at the intersection of technology and liberal arts.

To be able to get the best of both, to make extremely advanced products from a technology point of view that also have them be intuitive, easily use, fun to use, so that they really fit to the users, The users don’t have to come to them, they come to the users.

It’s the combination of these two things that I think has let us make the kind of creative product like the iPad.”



　平たく言うと、AppleはiPadを作るにあたって“TECHNOLOGY”と“LIBERAL ARTS”の交点にこだわった、となる。この“LIBERAL ARTS”とは一般教養など広い知識を指している。逆に言えば“専門的ではない”と捉えられる。

言うまでもなく、iPadは何かに特化した製品ではない。ユーザーのライフスタイルに合わせて融通が利く汎用機の最たるものだ。技術的・スペック的には最近のアンドロイドOS搭載のタブレットマシンの方が優れていると聞く。“Kindle”なら電子ブックとして特化しており安価で優れているかも知れない。


　これまで技術的に優れている商品や、目的が明確な商品がマーケットで優位性を保つと考えられてきた。iPadはこれらと比較すると曖昧でよりどころがない。外観デザインにおいても、iPad2は初代iPadと比較して薄くなったもののニューモデルを印象付ける加飾は全く施していないため鮮度も低い。むしろ、お風呂の蓋と揶揄されているSmart Coverの方がデザイン的にインパクトがあった。


　購買意欲を高めるためにデザインに手を加える“計画的陳腐化（planned obsolescence）”、いわゆる“モデルチェンジ”はGM（ジェネラルモータース）の基礎を築いたアルフレッド・スローンやそのデザイン部門を率いたハリー・アールによって考案され、現在においても多くの業界に引き継がれ高度消費社会を築いた。機能的・技術的進歩が無くても“購買意欲を高める”付加価値としてデザインをすることは日常のことだ。携帯電話業界においては、春夏物と秋冬物として年２回の新商品発表があり、その極みともいえる。


　Appleもご多分に漏れず、トランスルーセントで一躍有名になった初代iMacを始め、“計画的陳腐化”を積極的に活用していた。そのイメージがあり、Appleはいつも新しいデザインを提案している印象がある。しかし、最近のAppleのプロダクトデザインは、徹底的な合理主義・機能主義を極めて“変化無し”が実態だ。機能的で美しくあるけれど、それを自ら陳腐化させるような事は一切しない。それどころか、iPhoneなどにおいては可能な限りOSのアップデートを行い、外観だけではなくソフトウエアにおいても劣化させない努力に務めている。年２回の新商品発表がある携帯電話業界としては完全に異端児だ。


　このアプローチはスティーブ・ジョブスにとって原点回帰とも言える。初期のApple製品やNeXT製品は、“frogdesign（フロッグデザイン）”というデザイン会社に依頼していた。この会社はもともとドイツのデザイン会社でBAUHAUS（バウハウス）の影響を強く受けていおり、合理的なデザインと機能美を追求した。

BAUHAUSは、特権階級のみ高い質のものが手に入り、庶民は程度の低いものしか無かった時代である1916年に設立された。機能的に優れた生活用品を大量に流通させ庶民の生活の質の向上させることを目的とした工業デザイン学校である。大量生産を前提としているため、余計な装飾を廃した合理的で機能主義を目指した。その思想が共産主義的でナチスによって閉校させられたが、生徒達を介して多くのデザイン会社に強い影響を及ぼし、“frogdesign”もその1つである。


　禅にも通ずる程の徹底した機能美に基づいた現在のAppleのデザイン、むしろトランスルーセント時代のデザインの方がジョブスらしくない。ベージュの醜い箱となっていた当時のApple製品を一気に陳腐化させて再生を図るために、あえて選んだ手段だったのだろう。


　ちなみにBAUHAUSの直系ともいえる巨匠Dieter Rams（ディーター・ラムス）が率いたBraunは、Appleのデザインは我々の模倣であると公言している。ドイツ・クロンベルグにあるブラウンミュージアムではBraunのマルチバンドラジオや大型スピーカーとApple製品を併置し、その類似性をアピールしているくらいだ。残念ながら、現在のBraunは“計画的陳腐化”のスパイラルに陥り、醜い加飾を施した平凡なデザインになってしまったため説得力に欠けている。


　21世紀初期を代表する米国のAppleが20世紀初期のモダンデザイン思想を最も継承しているのは何とも皮肉であり奇跡である。スティーブ・ジョブスが経営思想まで昇華したからこそ実現したユートピアとしか説明しようがない。我々の心配は、このユートピアがあくまでもスティーブ・ジョブスというパーソナリティによって築かれたもので、これを引き継ぐのは容易ではないことがBraunで実証されていることだ。もしかしたら、Appleではないかもしれない。


　“TECHNOLOGY”と“LIBERAL ARTS”の交点という難解なスピーチを聴きながら、まだまだ当分このユートピアに酔いしれたいと願った。

　
　
written by @alfataro No.0022
　

 

新感覚現実歪曲IT小説
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　稲森了太は、シルバーのスピンドル加工されたMac Proの電源ボタンを押した。直ぐさま〝ボーン〟というApple特有の起動音がなり〝Mac OS10.6.8 Snow Leopard〟が立ち上がった。このMac Proにはハードディスクが三つ搭載されており、OSは二つインストールされている。もうひとつは、まだ開発者しか配布されていない 〝OS10.7 Lion〟だ。このOSから〝Mac〟が外れた。将来的にはiOSと統合されて行くのだろう。
 
　了太のiPhoneやiPadにはすでに〝iOS5〟がインストールされており、一足早くAppleの次世代環境を堪能している。特に〝OS10.7 Lion〟と〝iOS5〟を連動した〝iCloud〟は素晴らしく、Appleのデバイスをシームレスにする効果を最大限発揮させる重要な役割をになっている事が分かる。Macで作ったPagesの書類を出先でiPhoneで校正するなどは容易で、今までのMobileMeと違ってスピードも早い。これは大きい。
 
　今日の作業は、〝Mac OS10.6.8 Snow Leopard〟で行う事にした。現在進めているアプリ開発を始めた時はまだ、デベロッパーに〝OS10.7 Lion〟が配布されていなかった。開発途中で環境を変えるのは好ましくない。了太は、次のプロジェクトから〝OS10.7 Lion〟を使うと決めた。
 
　Xcoad Interface Bulder version4.2を立ち上げ作業を始めた。このiOS SDKは定期的にアップデートされ進化している。特にversion4からは別物のようになっている。Objective-Cでコードを打ち込むだけではなく、ボタンなどのコンポーネントを線で結びつけて、そのアクションをプルダウンメニューから選択するなどパズル感覚でアプリが作成できるようになった。確実にアプリ制作の敷居が低くなってきている。
　それでも了太は、Objective-Cでコードを描きアプリを作る。その方が了太にとってもっとも感覚的に構築できるし、最も美しいコードを描く自信があったからだ。
 
「さて、始めるか…」ミッフィーの壁紙の上に立ち上がった Xcoad Interface Bulderにコードを打ち込み始めた。
 
「おっ、いい音を奏で始めたな。」夢中になってプログラミングして2時間が経過、後ろから社長の田口憲男が言った。了太が使っているキーボードは一世代前の大きな樹脂キーで、最新のキーボードのゴムキーとは違う。樹脂キーはストロークがありカチカチと音が大きく出る。その音が心地いい。ゴムキーでは味わえない感覚である。憲男はこのキーの音が好きだった。
 
「どうだ調子は。いつ頃完成しそうだ？」
 
「もう完成します。明日には申請に出せるでしょう。」了太は自身たっぷりに田口の目を見て答えた。完成度は高い。
 
「そうか。よし、価格設定は350円にするぞ。」田口は了太が投げてきた自信を打ち返す様に値付けを言った。安い価格のようだが、計算アプリのカテゴリでは思い切った価格設定である。了太もその価格設定に不満は無かった。
 
「ところで、里沙が久しぶりにこっちに来る」
 
「えっ、里沙さんが。」了太は少しドキッとした。理沙に会うのは、社長と同じく久しぶりだ。今開発しているアプリのデザインをしてもらった。
　里沙の名字は菊地で、社長と違う。実は本当に娘だか疑わしいと了太は思っていた。訳ありという事だろうが、あんな綺麗な女性が社長の娘というのが信じられない。生物学的におかしい。
ただ、肌は自分の方が綺麗だ。里沙も肌の手入れをちゃんとすれば、もっとも美しくなるのに勿体ない。
 
「いつ来るのですか？」了太はキーを叩くのを止めて聞いた。
 
「そろそろだ…。40分ぐらい前に橋本を出たというメールがあったから…」
 
　田口も何か落ち着かない感じだ。娘に久しぶりに会うのだ。嬉しくてしょうがないと言ったところだろう。その時、ドアが勢いよく開いた。
「おはよう！」大きなピンクのトートバックを担いだ里沙が元気良く会社のドアを開けて入って来た。
 
「よう」田口は里沙に手を上げて娘に挨拶を返した。その顔は見てられないくらい嬉しそうだった。おそらく本人は気付いていないだろう。写真を撮って見せてあげたいくらいだ。
 
　里沙は自分の机にトートバックをどかっとおいて椅子に座った。
「疲れた～。徹夜だったのよ、課題制作で」
 
「だから来なくていいとメールしたろ。」田口は里沙の言葉に返すように言った。でも、にやけた顔はそのままだった。
 
「いいの、いいの」手を振りながら里沙は答えた。「だって、何か次のプロジェクトがあるって言っていたじゃん」
 
「次のプロジェクト？」了太は首をかしげた。次のプロジェクトの話しは聞いていなかった。
 
「おお、その話しか。了太には言っていなかったな」ばつが悪そうに了太に向かって田口は言った。
 
「今のアプリがほぼ終了したので、次のアプリ開発に入る」田口は二人を見て概要を伝え始めた。
 
「このプロジェクトは、今までのオリジナルアプリと違い大手企業からの受注だ。受注制作なので利益が計算できるのは嬉しい。先方は企業イメージと連動したプロモーションの一環としてiPhoneアプリを活用したいと考えている。アプリ自体は無料だ」
 
「なるほど。つまり、〝質〟がもっとも重要というわけですね」了太は言った。
 
「そうだ」
 
「それなら問題ありませんよ」了太は自身たっぷりに答えた。
 
「いや、問題はある」田口は了太に言った。「このプロジェクトはコンペだ」
 
「え？コンペですか」了太は驚いた。今までコンペはした事が無かった。自分が考えたアプリがそのままリリースされていたので、他人と競う事自体考えた事が無かった。
 
「そうだ。指名コンペで4社で競う。コンペ参加費は出るが、たいした額ではない。つまり、勝たないと儲からないという事だ」
 
「まず、コンセプトが重要ね」里沙は落ち着いた口調で言った。
 
「その通り。コンペは三段階ある。最初がコンセプト、次にアプリの構成案とデザイン。そして、最後にアプリのプログラミング」続けて田口が真剣に言った。「ステージ毎に1社ずつ落とされる」
 
「うわ〜。つまり、生き残りゲームね」里沙は無邪気に笑ってはしゃいだ。
 
「里沙、お前は気楽でいいな。うちの会社を左右するコンペだ。死ぬ気でやってもらわなければ困る。例えバイトでも。デザインは要だ」田口は里沙を嗜めるように言った。
 
「分かってますよ」里沙は口を尖らせて答えた。
 
「了太。どうだ。やれるか？」田口は了太の気持ちを確かめた。
 
「…勿論です。嬉しいです。こういうの」自分の腕を評価される絶好のチャンスと了太は考えた。小さな会社で好き勝手にやるのとは違う緊張感があり、それを味わって見たい。そんな気持ちが了太の心を支配した。いつの間にか、朝の曇った気持ちが吹き飛んでいた。
 
「よし決まった‼プロジェクト会議だ。円卓に集まれ」勢いよく田口は叫んだ。
 
新しいプロジェクトがスタートした。
 
（つづく）


TAMA PHOTO
 
募集
 
 
　“どんまが!!”では、ゆうMUG会員および読者の皆様から写真を応募します。テーマは“TAMA PHOTO”。東京多摩地域に関わる内容であれば何でもかまいません。今のところ、誰も応募してきません！みなさんの応募待っています。ということで、ゆうMUGで撮影イベントを催すことになりました。
 
 
ゆうMUG「光画部」設立
10月15日永山にてキックオフ撮影会を予定。
詳細は後日ポッドキャスト等でお知らせします。
 
…ですが、この企画に関係なく、作品を応募して頂ければ嬉しいです。
【応募規定】
未発表作品で応募者本人が撮影したもの。
被写体が人物の場合、肖像権などの責任は負いかねます。必ず被写体ご本人の承諾を得るようにしてください。
 
【応募方法】
アドレスに写真データを送付ください。写真はJPGフォーマットでお願いします。紙媒体への出力品は受け付けておりません。
応募の際、以下の５つの項目を記入してください。
１）氏名（ペンネームやTwitterネームを希望であればその旨をお知らせください）
２）連絡先（メールアドレスのみでも構いません）
３）ゆうMUG会員であれば会員番号
４）作品タイトル
５）作品のねらい
 
応募先: donmaga@yu-mug.jp
 
【作品について】
必ず掲載されるとは限りませんので宜しくご了解の程、お願い申し上げます。応募頂いた作品は、“どんまが!!”掲載とゆうMUGの活動で使用させて頂きます。
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「多摩川に架かる橋」 by @inabary No.0040

 

広告
[image: スクリーンショット（2010-10-22 17.30.17）.png]
 
「PLUS YU（プラスユウ）」は、東京郊外の閑静なベッドタウン多摩ニュータウンに平成元年(1989年)の春、Mac専門店としてオープン致しました。 Apple製品を販売し続けて20年以上、日本最古級のMac SHOPとして、これまでに4万台以上の Macintosh と4万台以上の iPod をお客様にお届けして参りました。「PLUS YU」の "PLUS" は、"Macintosh Plus" から20年以上にわたりアップル製品の販売・サポートを継続してきたという私たちの誇りであり原点です。
アップル専門店「PLUS YU」は、Apple Authorized Resellerとして、アップル認定サポートプロフェショナル・テクニカルコーディネーターを取得した専門スタッフが、お客様のアップルライフにハッ ピーを「プラス」するお手伝いをさせて頂いております。アップルライフを始めたい方も、アップルライフが大好きな方も、ぜひ一度「PLUS YU」にお越しください。
－ご来店を心よりお待ち申し上げます－
 
HP : http://www.plusyu.co.jp/
E-mail : shop@plusyu.co.jp
Tle : 042-338-8866
Fax : 042-371-7229
〒206-0024 東京都多摩市 諏訪2丁目12番地 アクロスビル1階
地図
 
＜営業時間＞
12:00 -19:30
定休日：月曜日

 

編集後記
 
[image: PENTAX_Q_2.png]
 
どんまが第４号、お読み頂きありがとうございました。今回はちょうどAUGM直前に刊行周期が来たため、若干刊行を後回しにして内容を追加することとしました。

 

記事を投稿してくれた会員の皆様ありがとうございました。この３年間の散財のリストを公開してくださった @foissotteさん、AUGMで配布した「どんぶりCD」の見事な記事を依頼から１日で仕上げてくれた@puuhoneyさんありがとうございます。

 

私たちは、もっと多くのゆうMUGメンバーでワイワイと作り上げていくマガジンを目指しています。文字だけでなく音楽や動画などの作品を掲載させていただける会員の方を募集しています。心当たりのある方はメールやTwitterで！

 

これからも試験的な試みを行いながら「どんまが！！」を育てていきたいと思います。ゆうMUGの会員の皆様、これからもご協力よろしくお願いします。また、興味を持っていただいた方のゆうMUG参加も心よりお待ちしています。





追伸

誘惑に耐えきれず、PENTAX Qを買ってしまいました。これで光画部での活動もばっちりです。

 
 
どんまが編集長　@inabary No.0040
 
[image: 編集部.png]　　　 
編集長　@inabary
編集者　@alfataro
発行人　@jaraku
HP：www.yu-mug.jp
E-mail：info@yu-mug.jp
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